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    Using a micro-single radial immunodiffusion method, quantitative studies have been made 
on the serum proteins of 30 renal cancer patients; 15 patients without metastasis and 15 
patients with metastasis, and expressed by percentage of those obtained on 98 normal volun-
teers regarded as 100%. Of 45 proteins studied, 4 (Pre,  Alb,  azHS and Tf) significantly 
decreased and 10  (a:AT,  aiAG,  a1X, Hp, Cp, C9, C5,  (32111,  Ca and C3PA) significantly 
increased before nephrectomy in both patient groups. In postoperative follow-up studies of 
the non-metastasis patient group, Pre,  Alb and  az HS increased, while  a:AT,  alAO,  Hp, C9, 
Cs,  /32111,  C4 and C3PA decreased, and normal levels were attained within 6 months after 
nephrectomy. In the metastasis patient group, no significant changes of these serum proteins 
were observed. Serum proteins showing significant difference between the 2 patient groups 
were more prominent 6 months after nephrectomy, namely, the majority of the dysproteinemia 
caused by the presence of renal cancer did not disappear even  1 month after extirpation of 
the tumor.  a:AT was normalized 1 month after nephrectomy at  a highly significant difference, 
 P<0.001, and considered one of the promising proteins in terms of clinical course evaluation. 
As a new finding, renal cancer group with metastasis showed a decrease of FN postoperatively 
suggesting increase of a fibrin deposition and fibrinogen metabolism in cancer tissue. 


























測 定 成 績
有 意 の増 減 を示 した 血 清 蛋 白をTable2～4に 示
ttCr.T'qblel・12にみ ウれ るご と くゼ 有 転 移 群 で は ・術
前,術 後に わ た り,Pre,Albの顕 著 な減 少,αiAT・
α1AG,αiXの著 明 な増 加 が み られ た.い っぼ う,無
転 移 群 では,術 前 に 有 転 移 群 と類 似 した変 動 が み られ
たが,術 後1ヵ 月,お よび6ヵ 月 で は,有 意 の低 下 が


















































































































































































































































C3PAの術前 高値は,術 後1ヵ 月には 正常化を示し














































































































わ れ われ は,す で に 泌尿 器 悪 性腫 瘍 患 者 の血 清蛋 白
分 画 を 検討 し,Alb減 少,α1-,α2-,β 一,γ一gio・
bulinの増 加,CRP陽 性,さ らに血 漿fibrinogen
増 加,antiplasmin増加 を認 め た.と くに 癌進 展 度 の
大 きい もの に,こ れ らの変 化 が著 明 で,経 過 観察 上,
これ らの値 に 注 目す べ き こ とを報 告 した1"'3).
なか で も腎 細胞 癌 は,血 清 蛋 白異 常 を 示 しや す い疾
患 の ひ とつ と して 注 目 され,と くに α2-globulinは
腫 瘍 増 殖 因 子 とも考 え られ て い る.α2-globulinの約
114を占 め るHpが,も っ と も増 加 頻 度 が 高 く,α2
-globulinよりも病 態 を 鋭敏 に 反 映 す る と,み な され
て い る.と くに 腎 被膜 を こ えたstageの高 い も ので
は,増 加 が 目立 ち,転 移形 成 のあ る もの では,異 常 高
値 を示 す もの が多 い4噌の.今 回 のHpに つ い て の 検討
に お い ては,術 前 に は無 転 移 お よび有 転 移 両 群 とも高
値 を示 して い たが,術 後 に は無 転 移 群 は,す み や かに
正常 値 に 復す る のに 対 し,有 転 移 群 では,ひ き続 き高
値 を示 した.わ れ わ れ は 、 す でに 腎細 胞 癌 に お い て,
α1-globulinに属す る αiAG,αiAT,αsXの増 加,
α2-globulinに属す るZnα2,Cp,Hpの 増 加,β 一
g!obuiinでは βLipo,Hx,β2111の増 加,補 体 系 の
C3PA,C4,C5,Cgの増 加,お よび γ一globulinでは,
IgM,IgGの 増 加 が 認 め られ る こ とを 述 べ た.今 回
の検 討 で も,前 回 の もの と ほぼ 同様 の結 果 が 得 られ
た1飼3).
結 論 と して,術 前,転 移 の存 在 に 関 連 して は,Hx,
C4,C3,Znα2,Glslの増 加 が 注 目され るべ きで,術
後 経 過 と病 態 の進 行,再 発,転 移 の存 在 に つ い て は,
久 住 ・ほ か 三Renalf血or・Dysproteinemia
Table7.Clinicallymeaningfulserumproteins
1523-





Cp,Cg,C5,β2111,C3PAの増 加 に 注 目す べ き と 考
え られ た(Table7).
FNは 無転 移 群 に比 し,有 転 移 群 に お い て低 値 を示
したが,こ の蛋 白質 は,細 胞 の形 態,転 移,発 育,進
展 な どを 司 どる重 要 な 物 質 と 目 され て い る7'"9).また
f五brin,fibrinogenなどと強 く結 合す る こ と,腫 瘍 細
胞 が形 質 膜 表面 にFNを 欠 くこ とな どか ら,plasmin
な どのproteaseの関与 が 推 定 され,DICや 手 術 直
後 にFNの 血漿 レベ ル の低 下 が 報 告 され て い るlo・tl),
有 転移 進 行 症例 にFNの 低下 を 認 め た こ とは,こ れ
らの症例 に お け る,癌 組 織 内 での,fibrin沈着 の 充 進




1.腎 癌 の有 転 移,お よび無 転移 症 例,各15例,計
30例に つ き,術 前 お よび 術 後 の血 清 蛋 白の変 動 を,45
種 類 の 蛋 白分 画 に つ い て,SRD法 に よ り測 定 した.
2.術 前 よ り,Hx,C4,C3,Znα2,Clslの高値 を
示 す 症例 に は,術 後,高 率 に遠 隔転 移 が 認 め られた.
3.有 転 移 症例 では,術 後 も αiAT,α1AG,αiX,
α2HS,Hp,Cp,Cg,C5,β2111,C3PAの高値 が認 め
られ た.
4.有 転 移症 例 では,術 後 もPre,Albの減 少 状 態
が 持 続 した.
5.有 転 移症 例 で,FNの 低 下 が認 め られ た こ と よ
り,癌 組 織 内 で のfibrin沈着 やfibrinogen代謝 の
充 進 が示 唆 され た,
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